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論文要旨 
 これまで社会は大多数を占めるマジョリティグループ（障がいをもたない人びと）を中心に発展し，その暮らしは経済
的，物質的に豊かになった。他方，マイノリティグループ（障がいをもつ人びと）はこの豊かさのもと｢共生社会｣の意識
の浸透と高まりもあって，その「生」はかつてない社会的平等・機会の均等が保証された「生」に変わってきた。そこで，
本研究では障がいをもちながらスポーツ（―ここでは車椅子バスケットボール）に取り組む選手を対象にして，生活観（―
日々の暮らしで何を感じ，何を思い，どのように「生」を営んでいるのか―など）を調べて，障がいをもつ人びとからみ
た人間のよりよい「生」をめぐる若干の考察を試みた。 
１．はじめに 
 かつて障がいをもつ人のスポーツはリハビリテーション
の一環としてはじめられた。そして，今日のパラリンピッ
クに象徴されるような高水準の競技スポーツとして行われ
るようになった。なかでも，車椅子バスケットボールは国
際バスケットボール連盟（FIBA）が公認している有数の世
界的競技スポーツとなっている。障がいをもちながらスポ
ーツに取り組む人が愛好者から勝敗を競う競技スポーツに
挑戦する競技者の段階に至る過程は障がいをもたない人の
それとは大きく異なる。障がいをもった人の挫折感と身体
との葛藤などの苦悩は図りしれない。このことが障がいを
もつ人の「生」のエネルギーとなり，障がいをもった自己
の存在を認める原動力（こころの発条）となっているので
はないだろうか。つまり，障がいをもつ選手が競技スポー
ツに打ち込むのは障がいを受容し，克服し，自己の存在が
誇りとなる新たな「生」を獲得していくことであるといっ
ても過言ではない。 
 これまで，障がいをもつ人のスポーツに関する研究はか
なり行われている。それらを顧みると，わが国の障がい者
スポーツ研究は 1964（昭和 39）年に開催された第 2 回夏季
パラリンピック東京大会（当時は第 13 回国際ストークマン
デヴィル競技大会と呼ばれた）を契機に行われるようにな
ったとされる。当時の障がいをもつ人が行うスポーツに対
する認識は「つまるところリハビリテーションの域を超え
るものではなく，ごく簡易化された初歩的なスポーツ活動」
程度であった。これを昨今の実態と比すと，まさに隔世の
感がある。それを反映したかのように，その頃の研究では
障がいの身体的機能回復効果などに着目した報告がある。 
 その後の 1998（平成 10）年には，わが国で第 7 回冬季パ
ラリンピック長野大会が開催された。この大会はわが国に
おける障がい者スポーツの理解と普及，発展に大きく寄与
した。これまでの福祉の色合いが濃かったリハビリテーシ
ョンとしての障がいをもつ人のスポーツを競技としての障
がい者スポーツへと転換させる契機となった。そして，こ
れまでの多くの研究の障がいをもつ人がスポーツを行うこ
とへの意義や効果に着目されていたものが，競技そのもの
（コート上のゲームや技術の分析など）に移り変わってい
った。さらに，2005（平成 17）年には日本体育学会がアダ
プテッド・スポーツ科学分科会，介護福祉・健康づくり分
科会の設立・加盟をそれぞれ承認し，これまでの障がいを
もつ人のリハビリテーションと障がい者スポーツとを分け
てとらえるようになった。また，翌年の 2006（平成 16）年
には，日本アダプテッド体育・スポーツ学会が設立され，
障がい者スポーツのさまざまな視点からの一層専門的な研
究が発表されるようになった。 
 これらのことからわかるように，障がい者スポーツがリ
ハビリテーションから離脱し，専門領域としての研究が行
われたのはごく最近のことである。しかし，競技としての
障がい者スポーツ研究の多くは「競技」に着目したもので
あり，選手の生活（競技活動と日々の暮らし）という視点
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からのものはまだまだ少ない。とりわけ，外国選手の実態
や日本のそれとを比較した報告は極めて少なく，それもわ
ずかな資料提供の段階に留まっている。また，障がいをも
つ人のスポーツは障がいをもたない人のスポーツの後塵を
拝したが，その発展経過は主流の男性のそれから支流とし
ての女性のそれが育っていったのが実情である。それは，
1960（昭和 35）年の第 1 回パラリンピックローマ大会では
女性の種目はアーチェリー競技のみであったことからもう
かがえる。女性の障がい者スポーツがようやくその草創期
を終え，さらなる発展を目指そうとしているいま，障がい
者スポーツにおいても「ジェンダー意識」が深まった。し
たがって，女性選手を対象とした研究は今日的に大変意義
があるものと考えられる。 
 
２．目的 
 以上のことから，本研究では，国内外の高い競技水準で
プレイする女性車椅子バスケットボール選手を対象にする
ことにした。そこで，障がいをもつ女性選手が日々の暮ら
しのなかで何を感じ，何を思い，競技活動をどのように生
かし，どのような「生」を送り，どのようによりよい「生」
を希求しているのかというような視点― つまり，それらを
｢生活観｣と置き換えて，人間がよりよく生きるための手が
かりの一端を明らかにすることを目的とした。 
 さらに，国内外の選手を対象としたのは，人間が抱く「生」
の価値は国籍などあらゆるものを超越した「価値の普遍性」
を有すると考えたからである。また国を代表する高い競技
水準にある選手を対象としたことは，自己実現ともいえる
自己の「生」の可能性に極限まで挑戦していると考えたか
らである。 
 
３．方法 
 具体的には，2008 国際親善女子車椅子バスケットボール
大阪大会に出場したオーストラリア（以下，AUS と記す），
カナダ，（以下，CAN と記す），日本（以下，JPN と記す），
アメリカ（以下，USA と記す）の 4 カ国の選手を対象にア
ンケートによる調査を行うことにした。外国の選手を対象
とするのでデータの収集に言語上の制約が生ずることを考
慮してインタビューではなくアンケートのほうが適切と考
えた。また，その設問内容はアメリカの E・K・スコルデ
ィリスが行った研究で用いている設問と照合して(15)，妥当
性を検討し独自に作成したものを使用した。この独自に作
成した設問項目を用いた理由は，選手の生活観を浮き彫り
にし，より実態に迫っていけるような設問を作成すること
が必要だと考えたからである。さらに，アンケートに回答
する選手の時間的拘束に配慮して，設問は極力端的な表現
とし，選択式とすることにした。 
 本研究の目的を達成するための選手の競技活動と日々の
暮らしとの関わりなどの様子に迫る次のような全 11 問か
らなるアンケートを実施した。 
 
1）なぜ，障がいを有しながらスポーツをすることを選
んだのか，2）どのようなきっかけで車椅子バスケット
ボールをはじめたのか，3）これまでの活動を通じて，
どのような効果があったと思うか，4）今後競技活動を
続けていくなかで，どのような心配や不安を感じてい
るか，5）プレイヤーのあなたにとって，車椅子バスケ
ットボールとは何か，6）国の福祉政策について希望す
ることは何か，7）生活の広がり・質（QOL）の向上
として，期待することは何か，8）車椅子生活において，
必要な情報はどのような手段で入手しているか，9）外
出先などで不便や困難を感じた場合，どのように解決
しているか，10）日常生活のなかで，充実感を感ずる
ときはどのようなときか，11）競技生活を終えたあと，
これまで費やしてきた時間を将来的にどのように過ご
そうと考えているか―。 
 
 この設問の回答方法として，各設問に三つの選択肢を用
意してそのうち最も当てはまるもの（該当度の高いもの）
順に 1 から 3 の数字を記入してもらった（この選択肢は結
果と考察のところで示す）。あわせて選手のプロフィール
（年齢，障がいの原因，競技年数等）も記入してもらった。
そして，選手から得られた回答結果を日本と AUS，CAN，
USA（以下，3 カ国と記す）とに分け，用意した三つの回
答の第一選択のみを集計し，その結果の比較，検討を試み
た。 
 なお，回答は全 42 名の選手から得ることができた。 
 
４．結果と考察 
紙幅が許さないのでここでは選手のプロフィール及び以
下の設問のみに留める。 
 
結果と考察―Ⅰ．プロフィールとアンケート結果 
① 各国選手のプロフィール 
年齢は最も高いのが JPN，低いのが USA であった。また
持ち点もこれと同様であった。障がいを有した年齢は最も
高いのが JPN，低いのが AUS であった。競技開始年齢は最
も早いのが USA で，遅いのが JPN であった。競技年数は
CAN のみが 9 年弱（8.6），その他は AUS（9.5）を筆頭に 9
年以上であった。 
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Table. 1 選手のプロフィール               （平均） 
 
 
② 障がいを有しながらスポーツをはじめたきっかけ 
「①今までスポーツをやっていたから」，「②健康によい
と思ったから」，「③身の回りのことを自力でおこなうのに
役立つと思ったから」の三つの選択肢を用意した。第一選
択の回答で最も多かったのは①であり，日本が 64％，3 カ
国が 89％であった。3 カ国のほうが障がいの有無に関わら
ずスポーツに親しむ日々が多いように推察される。 
 
Fig.1 スポーツをはじめたきっかけ 
 
③ 車椅子バスケットボールをはじめたきっかけ 
「①他人（たとえば友人など）から勧められたから」，「②
障がいを有する前からバスケットボールをやっていたか
ら」，「③車椅子バスケットボールに魅力を感じたから」の
三つの選択肢を用意した。第一選択の回答で最も多かった
のは①であり，日本が 53％，3 カ国が 61％であった。4 カ
国がほぼ同じ動機であることを示した。 
 
Fig.2 車椅子バスケットボールをはじめたきっかけ 
 
④ 競技活動を続ける上での問題 
「①時間・費用の確保」，「②身体的負担」，「③周囲の理
解・支援」の三つの選択肢を用意した。第一選択の回答で
最も多かったのは①であり，日本が 75％，3 カ国が 49％で
あった。日本も 3 カ国も時間と費用の確保が大きな心配と
なっていることを示した。 
Fig.3 競技活動を続ける上での問題 
 
⑤ 充実感を感ずるとき 
「①仕事がうまくいったとき」，「②買い物や食事を楽し
んでいるとき」，「③家族や親しい人と過ごすとき」の三つ
の選択肢を用意した。第一選択の回答で最も多かったのは
③であり，日本が 75％，3 カ国が 87％であった。日本と 3
カ国の選手がともに「家族や親しい人と過ごすときに充実
感を感ずる」としたこの結果からは国や年齢，障がいの有
無を越え，家族や親しい人と過ごす時間はすべての人間に
とっての安らぎであり，充実感を得られるひとときではな
いかと推察できる。このことは人間だれしもが内在してい
る人間性（こころの安寧という普遍的価値）の一面が吐露
されているのではないかと思われる。 
 
Fig.4 充実感を感ずるとき 
 
⑥競技活動を終えたあとの過ごし方 
「①家事・育児に」，「②仕事に」，「③趣味・他の活動に」
の三つの選択肢を用意した。第一選択の回答で最も多かっ
たのは日本が③（46％）と①（45％）で，3 カ国は②（53％）
であった。日本は教養活動や家庭におけるマイライフを志
向しており，3 カ国は社会における過ごし方を志向してい
る傾向にある。 
Fig.5 競技活動を終えたあとの過ごし方 
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これには日本の 59％の選手が仕事に就いているのに対
して，3 カ国の選手の 48％が学生であるという相違に起因
しているのではないかと考えられる。 
 
Table. 2 選手の職業                         （％） 
 
 
結果と考察―Ⅱ．日本と３カ国で類似がみられた結果 
日本と３カ国との間で類似がみられた回答結果を
Table.3 に示した。 
 
Table. 3 日本と３カ国で類似がみられた回答結果 
 
 
障がいが先天的なものであれ（事故を含んで）後天的な
ものであれ，スポーツを行うことに生きがいや日々の暮ら
しにおける楽しみを見出そうとするのは，万国共通の思い
であることがわかった（設問 1）。しかも，本研究で対象と
した選手たちは障がいをもつ前に何らかのスポーツを行っ
ていたスポーツ実践者であったこともわかった。また，日
本と 3 カ国は世界でもトップクラスのスポーツ大国である
ことは他の言を待たない。したがって，この回答選択の一
致にもうなずける。つまり，車椅子バスケットボールをは
じめるきっかけも（おそらく長年の）「スポーツ仲間」から
の誘いによっていることは非常に自然であり，この結果に
は得心がいく（設問 2）。 
また，日々の活動における懸念（または心配）はもっと
もなことではある（設問 4）。なぜならば，それは，障がい
者スポーツの最高峰の大会であるパラリンピックでさえも
その運営資金問題は重要課題になっていることが指摘され
ているからである。このことは，障がい者スポーツを行う
すべての人に及ぶ問題であるといえ，それは国際的な課題
であることが明らかになった。日本では，日本オリンピッ
ク委員会（JOC）は文部科学省管轄のスポーツ組織である
が，日本パラリンピック委員会（JPC）は厚生労働省管轄
のスポーツ機関であり，それゆえにパラリンピックはオリ
ンピックと同様に「スポーツ」であるとするより，リハビ
リテーションの延長に位置づけられる「福祉」や「医療」
の一部であるとみなされてきた経緯がある。確かに障がい
をもつ人のスポーツには，福祉や医療の一環としてのリハ
ビリテーションの側面も存在するが，今日のパラリンピッ
クは医療的リハビリテーションの領域をはるかに超えた相
当の競技レベルに達しているといえる。今後，パラリンピ
ックが「医療的リハビリテーション」という既成概念を払
拭し，文部科学省の管轄下に入ることで「競技スポーツ」
としてさらに発展していくことが考えられる。そして，そ
の運営資金の充足も図られ，また，社会が「車椅子バスケ
ットボールは下肢や脊髄に障がいをもつ人が行うスポー
ツ」という認識ではなく，一つのスポーツとしての「車椅
子バスケットボール競技」と改めることがこれからの発展
につながるものと考えられる。こうした実態のもとでの今
後の懸念（心配）が「時間と費用」であることは注目に値
する。 
障がいをもつ人が生活を広げ生活を充実させるために
「周囲の理解」を望み（設問 7），そのために必要な情報は
専ら「インターネット」を利用し入手することももっとも
な感があり（設問 8），現代社会と障がいをもつ人とのつな
がりを率直に代弁した結果ではないかと考えられる。また，
「家族や親しい人と一緒の場」を日本の選手も外国の選手
も回答順位が同じであることには何かしら「ほっとする暖
かさ」を感じさせられる（設問 10）。高い競技水準で優る
者が勝ち，劣る者が敗れるという冷酷さに立ち向かい，プ
レイする女性選手たちであるが故に（男性選手も同じでは
ないかと想像できるが）世界の国々の人間たる共通の証と
してのヒューマニティ（人間らしさ）を感じさせる。 
 
５．結論 
このような調査結果から，今回対象とした女性車椅子バ
スケットボール選手がその競技活動と日々の暮らしのなか
で，よりよい「生」に向け希求していることには次のよう
なことが考えられる。 
 
1. 障がいをもって誕生した人も誕生後に障がいをもっ
た人も，車椅子バスケットボールをはじめる前から，何
らかのかたちでスポーティングライフを確立している。 
2. 周囲に胸襟を開けるスポーツ仲間（よき理解者）の存
在があり，障がい者スポーツを実践する環境が整ってい
る。 
3. 活動水準が高まれば高まるほど派生する生活への影
響（時間・費用への心配など）は避けられない。活動水
準と個々の生活との隔たりのジレンマが生じるおそれが
垣間みえる。 
4. 障がいをもつ立場から社会に生活に対して，公的施策
（バリアフリー化など）の一層の促進を願っている。 
－78－
中道　莉央
5. 日々の暮らしにおいて心を満たし，癒せるのはやはり
血が通い合う間柄や気がおけない間柄の存在である。 
 
人間が生きるということは，その本性において主体的で
あり，この生きようという主体的な欲求を外から押しつけ
ることはできない(8)。また，人間は生きている間中，よろ
こびを与えてくれる存在を必要とし，それなくしては生き
がいを失ってしまう(8)。このよろこびは主体性と深く結び
ついており，ともによろこびを分かち合い，自分を支え受
容してくれる社会やその存在があってはじめて人は自己の
存在を肯定的にとらえ，生きてゆける。この場合，障がい
をもつ，もたないといった表現はまことに皮相的分類にし
か過ぎないといえる。ましてやそこには国籍，年齢，性別
などといった面からの隔たりは存在しない。 
また，障がいをもつ女性選手の日々の活動の取り組みは，
（あたかも憐れみで）「授けられるメダル」から強烈な競り
合いで勝負して自らが「勝ち取るメダル」への転換の歩み
であった。これを敢えて解釈すれば，スポーツによって障
がいをもつ人びとは受動的な「生」の域を克服し，自らが
挑戦して手中に収める能動的な「生」へと変化したとも考
えられる。しかも，それは障がいの有無やその軽重を超越
した「生」のありかたにほかならない。 
ところで，「スポーツ（sport）」という言葉はもとは「デ
ィスポート（disport）」がその語源となっている。この「デ
ィスポート（disport）」 の“dis”は「～から離れて（away）」，
“port”は「…を運ぶ（carry）」を意味しており，これが一
つの言葉となって「気晴らし，気分転換」を意味する語と
なった。そこから，「ディスポート（disport）」の頭の“di”
が消失して，現在の「スポーツ（sport）」となった。つまり，
本来のスポーツの意味は気晴らしや気分転換のことであ
り，それが今日ではその活動自体を総じてスポーツと称す
ようになった。それゆえ，スポーツを通じて気晴らしや気
分転換をすることは，「よろこび」や「楽しみ」を求めてい
ることになる。これは，スポーツを行うすべての人が平等
に享受するものであり，スポーツのもつ性質はどのような
人間であれ，等しく同等の権利として与えられているとい
うことを意味する。 
このようにスポーツのもつ本来の意味に立ち返えると，
障がいをもつ人も楽しいからスポーツをする，勝ちたいか
らスポーツをするという障がいをもたない人がスポーツに
取り組むことと何ら変わりのない思いのあることがわかっ
た。つまり，人びとがスポーツから享受するものは同じで
あり，スポーツは障がいをもつ自身を忘れさせる働きをも
つものであり，また障がいをもつ自身に生きる活力を与え
ているものといえよう。 
近年，障がいをもつ人のことを社会はようやく「挑戦・
試す」という意味の語を用いて「チャレンジド（challenged）」
と称しはじめたように，かつては「特別な人」としてとら
えることが少なくなった。それが，「障がいをもちながらも
社会の一員として，日々の暮らしの中で自己の『生』に力
強く挑戦している人」としてとらえられるようになったの
である。このことは，これまで障がいをもつ人・障がいの
ある人という障がいの有無による分け隔てで「障害者」を
特別視してきた社会における大多数を占める「健常者」が，
障がいをもたない人・障がいのない人としての自己の存在
を認識するようになった価値観の変化といえる。だからこ
そ，「障がいをもつ人」と「障がいをもたない人」という隔
てがない，人間として誰にも等しく共通する「存在」や「生」
の本質そのものに立ち返る必要があるといえる。ここに，
障がいをもつ人の「生」を通じて，障がいをもたない人は
「人間性」の回復を試みているととらえることができるも
のと考えられる。そうであるとするならば，人間としての
「生」を感謝とよろこびのうちに謙虚に受け止めることこ
そが，障がいの有無という差別・被差別を超越した人間の
「生」のありかたなのではないだろうか（7）。 
 
６．今後の課題 
障がい者スポーツにはスポーツを通じて社会に果たすべ
き本来の大きな使命があったように感ずる。それは，障が
い者スポーツを通じて障がいをもつ人びとが社会に対して
自分たちに対する理解をうながし，喚起してきた事実から
も見ることができる。本研究で実施したアンケートの結果
からは，障がいをもつ人びとが感じている「暮らしやすさ」
や「競技に十分に打ち込める環境」にはまだまだ課題が少
なくないことが示唆される。しかし，障がい者スポーツは
その本来の使命を果たし終え，新たな「ありかた」に踏み
出し，独自の道を歩み始める時期にきているのではないだ
ろうか。 
すなわち，障がい者スポーツの「グローバル化」と「レ
ベルアップ」は今後とどまるところを知らないかのごとく
さらに加速化していくのは必至である。また，その実態は
非常に興味深い。これからの障がい者スポーツは一体どこ
にいこうとしているのか―。そういう意味では「障がいを
もつ人からみた外国も視野に入れた（スポーツを通じた）
よりよい『生』」についての本研究の深化は大きな意義があ
るのではないかと考えられる。今後，可能なかぎり調査対
象の増加，設問の検討・増加などの点を工夫してさらに本
研究を継続していきたい。また，本研究では四則計算によ
る集計のみに留めたので，統計を用いた分析を取り入れる
ことにより客観化された検証を次への課題としたい。 
 
７．おわりに 
それにしても，本研究を進める過程で常に脳裏から消え
なかったのは，「よりよい『生』」という言葉の外国語（―
たとえば英語）での表現であった。「優れた」や「最もよい
もの」を意味する“good”や“better”や“best”を用いて，
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“life”と組み合わせることには違和感があった。しかし，
たとえば佐野史郎（1945－ ）らが「実りある生活への招待」
（14）という自著において用いている“Living a Fruitful Life”
という表現を手がかりとすると，本研究でも「実りのある」
という意味で用いる“fruitful”がもっとも適切ではないだ
ろうかと考えられた。つまり，「よりよい『生』」＝「実り
多い『生』」＝“fruitful life”という，成果としての「より
よい」という価値判断ではなく，生きる過程とそこからも
たらされた結果や内容としての「実り」を意味するからで
ある。 
人間の「よりよい『生』」もまた，単なる他者との比較か
らではみえてこないであろう。それは障がいをもつ人のス
ポーツからもわかる。障がい者スポーツがその隆盛をみせ
たのは，「成果の比較」ではなく，そこに人間本来の「人間
性」を垣間見ることができたからであろう。それゆえ，「よ
りよい『生』」とは他者との「生」の比較やその成果ではな
く，その人間その人がどのように生き，生きていくのかと
いう奥深さや広がりの可能性を秘めた「生」に目を向けて，
はじめて実現し得るものである。このことが，ひいては人
間のよりよい「生」に結実するのではないだろうか。ちょ
うど，「フルートフル（fruitful）」のもとの語である「フル
ーツ（fruit）」のように，その人生において「どのような実
をどのように結びつけるか」ということが「よりよい『生』」
に帰結されよう。 
 
付記 
1) 本研究における結果の一部は，2008 年 11 月 9 日に開
催された第 32 回日本障害者体育・スポーツ研究発表
会において報告している。 
2) アンケートの実施等について次の各位からご協力を
得た。 
   ・日本障害者スポーツ協会 
   ・大阪市長居障害者スポーツセンター 
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